





















































音調 あっ ああ はっ はあ あれ あら わあ
上昇調 × ④⑥⑦ × ①④⑥⑦ ①⑤⑦ ①⑦ ②③
下降調 × ②③⑨⑩⑫⑬⑮ × ②③⑨⑫ × ①②③ ①②③
平坦調 ①⑤⑨ ②③⑱ ①⑤⑨ × × × ①②③
上昇下降調 × ⑨ × × × × ×
下降上昇調 × ③⑧ × × × × ×
感動詞
音調 うん ううん ふん えっ ええ へえ おっ
上昇調 ⑥⑦⑫ × ⑥⑦⑫ × ①⑥⑦ ①②③⑦⑫ ×
下降調 ⑩⑫⑬ × ④⑫ × ⑩⑫⑬ ⑩⑬ ×
平坦調 ①⑱ × ⑱ ①⑥⑦ ⑱ × ①⑤
上昇下降調 × × × × × × ×
下降上昇調 × ⑪ × × × × ×
感動詞
音調
おお ほう いえ いいえ いや はい さあ
上昇調 ①②③ ②③⑫ ⑪ ⑪ ⑪ ⑥ ⑭
下降調 ②③⑨⑩⑫⑬⑮ ⑨⑫ ⑪ ⑪ ②③⑪ ⑩⑫⑬ ⑭⑮
平坦調 ⑱ × × × ②③⑪ ⑫⑬ ×
上昇下降調 × × × × × × ×
下降上昇調 × × × × × × ×
①驚き　②感心　③感嘆　④怒り・不満　⑤気づき・発見　⑥問い返し　⑦疑い　⑧からかい　⑨理解・納得
⑩肯定　⑪否定　⑫相づち　⑬応諾　⑭不確定　⑮呼びかけ　⑯掛け声　⑰挨拶　⑱言い淀み
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優秀修士論文概要
　また、感動詞のイントネーションについては、郡（2018）を参考しながら、感心イントネーション、
言い淀みのイントネーション、疑問上昇イントネーションのほか、本来上昇調のアクセントを取る否定
応答「いいえ」、「いや」などの音調が正反対に下降することによって、否定の語気を緩和させることか
ら、否定緩和イントネーションという新しいイントネーション類型を提出した。
中国人日本語学習者対象のアンケート調査
　第５、６章では中国人日本語学習者における感動詞、とりわけ情動的感動詞と応答詞の習得状況に対
し、アンケート調査を行った。感動詞に対する理解と応用の能力は学習者の日本語コミュニケーション
能力に直接に影響するため、感動詞の習得実態を把握し、それに即した適切な教育法を行うことは、学
習者の日本語コミュニケーション能力の向上にも役立つと考えられる。
　本調査の調査対象は、中国人民大学外国語学院日本語学科の在学生および卒業生の合計176名の中国
人日本語学習者である。その中、男性が40名であり、女性が136名である。それぞれの出身、日本語学
習歴が多岐にわたり、日本語のレベルも異なる。
　調査方法は、限られた時間内で多様なデータを収集するため、インターネットを利用し、web 調査
を行う。作成したアンケート票をインターネットにアプロードすることにより、被調査者はURLある
いはQRコードでアンケート調査票を開き、簡単に選択入力を行うことができる。アンケート入力完成
後、提出のボタンをクリックすれば提出することができる。これによって、調査票の配布と集計の時間
が節約でき、被調査者側から見ても利便性が優れている。
　主な調査内容は、情動的感動詞と応答詞の音調と表出機能に関する問題11問である。問題は対話の場
面を提示し、その対話場面に応じて適切な感動詞の選択、与えられた感動詞の適切な音調の選択、ある
いは感動詞と音調両方の選択をさせるという形式である。これらの問題を通し、中国人日本語学習者が
常用感動詞の音調と表出機能に対してどれくらい把握できているか、どういうところは習得しやすいあ
るいはしにくいか、またその原因は何かなどを観察する。
　その結果、特に上昇調の「へー」と「えー」のような類似した感動詞の混同、「あーあ」のような学
習者にとって認知度あるいは使用頻度が低い感動詞に対する把握不足、および母語干渉による「ああ」
の誤用など、中国人日本語学習者の感動詞に対する習得不足が多く観察された。
　このような習得不足はコミュニケーションの円滑進行を妨げ、学習者自身のイメージにも悪影響を与
えてしまう可能性があるため、日本語教育において感動詞に対する教育法を見直す必要があるように思
われる。例えば、異なる感動詞の習得難易度に基づいて教育法を調整し、難しいと思われるものを取り
立てて教える。また特に混同しやすいものを教科書に取り上げ、比較しながら教育を行う。
結　論
　以上、本論文では、日本語話し言葉コーパスを利用し、常用の情動的感動詞と応答詞を中心に、その
音調と表出機能の対応関係を整理した。また、中国人日本語学習者を対象にアンケート調査を実施する
ことにより、中国人学習者が日本語感動詞に対する習得状況をある程度把握した。しかし、感動詞の表
出機能は音調にだけでなく、音の長短、ポーズなどの韻律的要素にも影響されるため、今後はこれらの
面をも含めて、より全面的に感動詞の音声について検討を行いたい。
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本
修
士
論
文
で
は
、
川
端
康
成
の
初
期
作
品
を
中
心
に
、〈
意
識
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
そ
の
文
学
に
お
い
て
、
い
か
に
表
象
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
た
。
本
論
文
に
お
け
る
〈
意
識
〉
と
い
う
言
葉
は
、
人
間
全
般
の
意
識
で
は
な
く
、
主
に
感
覚
、
感
情
な
ど
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
〈
意
識
〉
を
表
象
す
る
た
め
に
、
登
場
人
物
は
常
に
、
極
度
の
疲
労
状
態
、
あ
る
い
は
、
狂
い
や
ヒ
ス
テ
リ
ー
な
ど
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
前
衛
的
な
方
法
を
実
践
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
人
公
の
錯
綜
し
た
〈
意
識
〉
の
実
態
は
細
緻
に
描
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
川
端
康
成
の
文
学
的
営
為
の
期
間
は
長
く
続
き
、
と
り
わ
け
そ
の
初
期
を
定
義
す
る
こ
と
は
研
究
史
の
な
か
で
必
ず
し
も
定
ま
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
本
論
文
で
考
察
す
る
初
期
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
ほ
ぼ
十
五
年
間
を
指
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
出
世
か
ら
間
も
な
く
「
新
感
覚
派
」
の
同
人
と
し
て
活
躍
し
、
そ
し
て
、「
形
式
主
義
文
学
論
争
」
を
経
て
、「
新
心
理
主
義
」
ま
で
に
至
る
こ
の
十
五
年
間
は
、
川
端
康
成
が
最
も
意
識
的
に
前
衛
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
受
け
入
れ
た
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
二
〇
世
紀
初
頭
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
に
敏
感
に
反
応
し
、
人
間
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
一
連
の
文
学
的
実
践
は
川
端
自
身
の
言
語
観
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
言
葉
」
に
よ
る
人
間
の
拘
束
や
、「
言
葉
の
羈
絆
を
脱
す
る
」
こ
と
の
不
可
能
性
を
捉
え
つ
つ
、「
言
葉
」
に
も
た
ら
さ
れ
た
拘
束
に
抵
抗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
命
あ
る
文
章
」
を
求
め
続
け
る
川
端
康
成
の
一
貫
し
た
問
題
意
識
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
川
端
康
成
は
多
岐
に
わ
た
る
文
学
的
実
践
を
通
じ
て
人
間
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
を
描
出
し
、
言
語
に
よ
る
拘
束
に
抵
抗
し
て
、
人
間
の
「
自
由
と
解
放
」
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
日
本
的
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
作
品
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
、
川
端
自
身
の
言
説
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
宣
伝
の
影
響
の
た
め
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
今
日
ま
で
強
固
に
形
成
、
定
着
し
た
「
日
本
的
・
伝
統
的
な
作
家
」
と
い
う
評
価
の
枠
組
み
は
大
い
に
川
端
康
成
の
文
学
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
初
期
の
前
衛
的
な
試
み
は
当
然
、
看
過
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
一
時
的
・
非
本
質
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
た
り
す
る
視
点
は
先
行
研
究
の
中
で
散
見
さ
れ
る
。
だ
が
、
一
九
五
四
年
発
表
の
『
み
づ
う
み
』
な
ど
の
戦
後
作
品
に
合
わ
せ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
〈
意
識
〉
に
関
す
る
前
衛
的
な
試
み
は
決
し
て
切
断
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
の
連
続
性
は
戦
後
の
川
端
康
成
の
文
学
的
実
践
に
も
鮮
や
か
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
初
期
の
前
衛
的
な
試
み
の
側
か
ら
現
在
の
川
端
評
価
に
再
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
端
康
成
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
問
題
を
問
い
直
す
可
能
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
初
期
川
端
康
成
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
取
り
上
げ
る
際
、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
意
味
を
定
義
す
る
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
広
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（
い
わ
ゆ
る
合
理
主
義
的
精
神
に
支
え
ら
れ
た
近
代
主
義
）
と
、
狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（
一
九
二
〇
年
代
前
後
に
展
開
し
た
近
代
批
判
を
目
指
す
前
衛
芸
術
運
動
）
と
い
う
二
分
法
を
用
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
二
つ
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
常
に
絡
み
合
う
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
に
、
狭
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
限
っ
て
説
明
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
世
界
規
模
的
に
起
き
、
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
な
運
動
で
あ
っ
た
た
め
、
決
し
て
一
概
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
日
本
の
文
脈
に
お
い
て
み
れ
ば
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
同
様
の
意
味
を
持
川
端
康
成
文
学
に
お
け
る
〈
意
識
〉
の
表
象
│
│
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
を
中
心
に
│
│
馮
　
　
　
思
　
途
851（284）
つ
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば
頃
に
か
け
て
の
「
都
市
大
衆
社
会
」
の
成
立
と
対
応
し
て
い
る
。
　
だ
が
、
都
市
文
化
を
必
要
以
上
に
強
調
す
れ
ば
、
前
衛
的
な
芸
術
運
動
と
し
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
は
隠
蔽
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
特
に
、
本
論
文
で
は
人
間
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
に
主
眼
を
置
き
、
初
期
川
端
康
成
文
学
の
テ
ク
ス
ト
を
考
察
す
る
た
め
、「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
を
都
市
文
化
と
直
結
さ
せ
る
よ
う
な
視
点
を
採
用
せ
ず
、
あ
く
ま
で
二
〇
世
紀
初
頭
の
前
衛
的
な
芸
術
運
動
を
指
す
概
念
と
し
て
用
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
言
語
芸
術
と
し
て
の
文
学
の
矛
盾
を
自
覚
し
、
言
語
革
命
を
目
指
し
つ
つ
、
人
間
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
を
描
写
す
る
こ
と
を
糸
口
と
し
て
こ
の
矛
盾
に
絶
え
ず
挑
戦
し
て
い
く
川
端
康
成
の
文
学
的
実
践
と
緊
密
に
繋
が
っ
て
い
よ
う
。
　
既
成
文
芸
を
批
判
的
に
相
対
化
す
る
に
あ
た
り
、
川
端
康
成
が
同
時
代
の
様
々
な
理
論
を
参
照
し
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
指
摘
の
大
方
は
、
粗
雑
な
印
象
批
評
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
際
の
言
語
編
成
の
あ
り
様
に
、
川
端
康
成
が
参
照
し
た
理
論
が
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
具
体
的
な
分
析
は
決
し
て
細
緻
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
本
論
文
は
徹
底
的
な
テ
ク
ス
ト
分
析
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
の
性
格
や
位
置
づ
け
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
本
論
文
に
お
い
て
は
主
に
四
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
取
り
上
げ
て
分
析
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
初
期
川
端
康
成
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
指
す
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
四
つ
の
テ
ク
ス
ト
へ
の
分
析
を
通
じ
、
初
期
川
端
康
成
文
学
を
導
い
て
き
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
要
素
を
新
た
に
提
示
す
る
こ
と
は
、
本
研
究
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
。
　
第
一
章
「
招
魂
祭
一
景
」
試
論
│
「
疲
れ
た
」
身
体
、「
夢
」
を
見
る
お
光
│
」
で
は
、
川
端
康
成
の
出
世
作
と
も
言
わ
れ
て
い
る
「
招
魂
祭
一
景
」（
一
九
二
一
年
）
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
、
極
度
の
疲
労
状
態
に
陥
り
、
目
の
前
の
景
色
を
ほ
と
ん
ど
認
識
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
お
光
の
代
わ
り
に
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
焦
点
、
「
肉
体
化
さ
れ
て
い
な
い
映
し
手
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
お
光
へ
の
焦
点
化
に
よ
り
、
心
身
と
も
苛
ま
れ
て
い
る
彼
女
の
〈
意
識
〉
は
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
夢
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
い
か
に
結
び
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
か
、
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、「
肉
体
化
さ
れ
て
い
な
い
映
し
手
」
が
テ
ク
ス
ト
の
中
で
果
た
し
た
役
割
を
、
作
品
構
造
へ
の
検
討
と
と
も
に
物
語
論
の
方
法
を
用
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
　
第
二
章
「
青
い
海
黒
い
海
」
論
│
錯
綜
し
た
〈
意
識
〉、
葛
藤
す
る
「
私
」
│
」
で
は
、「
新
感
覚
派
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
時
期
に
書
か
れ
た
「
青
い
海
黒
い
海
」（
一
九
二
五
年
）
を
取
り
上
げ
た
。
テ
ク
ス
ト
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
「
純
粋
持
続
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
二
つ
の
「
遺
言
」
の
物
語
内
容
を
考
察
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
個
人
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
を
表
象
し
よ
う
と
し
な
が
ら
も
、
言
語
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
二
つ
の
「
遺
言
」
の
書
き
手
で
あ
る
「
私
」
の
ジ
レ
ン
マ
を
明
確
に
し
た
。
最
後
に
、「
作
者
」
と
い
う
存
在
に
注
目
し
、「
作
者
」
と
二
つ
の
「
遺
言
」
の
関
係
を
、
物
語
内
容
と
物
語
言
説
の
両
面
か
ら
分
析
し
、「
青
い
海
黒
い
海
」
に
お
け
る
前
衛
的
な
試
み
の
意
義
と
再
評
価
を
提
起
し
た
。
　
第
三
章
「
針
と
硝
子
と
霧
」
論
│
抑
圧
さ
れ
た
「
意
志
」、「
嫉
妬
」
す
る
朝
子
│
」
で
は
、
狭
義
の
「
新
感
覚
派
」
運
動
が
終
息
し
た
（
一
九
二
七
年
）
後
、
一
九
三
〇
年
代
の
「
新
心
理
主
義
」
に
刺
激
さ
れ
、「
意
識
の
流
れ
」
手
法
を
積
極
的
に
創
作
に
取
り
入
れ
た
「
針
と
硝
子
と
霧
」（
一
九
三
〇
年
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
従
来
の
ジ
ョ
イ
ス
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
と
の
直
接
的
な
比
較
と
い
う
影
響
論
的
な
枠
組
み
を
離
れ
、
主
人
公
の
朝
子
の
〈
意
識
〉
に
沿
い
つ
つ
、
彼
女
に
ま
つ
わ
る
〈
意
識
〉
の
あ
り
様
の
内
容
と
意
味
を
検
討
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
作
者
」
と
い
う
存
在
が
単
に
作
品
の
結
末
で
登
場
し
た
わ
け
で
優
秀
修
士
論
文
概
要
（285）850
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
の
も
う
一
つ
の
視
点
と
し
て
冒
頭
か
ら
結
末
に
か
け
て
一
貫
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
観
点
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
、「
作
者
」
の
役
割
は
、
朝
子
と
の
関
係
を
中
心
に
、
物
語
内
容
と
物
語
言
説
の
両
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
　
第
四
章
「
抒
情
歌
」
論
│
流
転
す
る
「
魂
」、
固
定
し
た
「
お
と
ぎ
ば
な
し
」
│
」
で
は
、
川
端
自
身
に
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
、
初
期
作
品
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
「
抒
情
歌
」（
一
九
三
二
年
）
を
取
り
上
げ
た
。
龍
枝
の
語
り
に
従
い
、
彼
女
の
言
説
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
た
「
魂
の
力
」
の
意
味
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
川
端
自
身
の
発
言
を
踏
ま
え
、「
抒
情
歌
」
と
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
「
青
い
海
黒
い
海
」
と
の
テ
ー
マ
の
関
連
性
を
確
認
し
、「
魂
の
力
」
を
人
間
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
と
し
て
認
識
す
る
龍
枝
の
ス
タ
ン
ス
を
検
討
し
て
き
た
。
　
終
章
「
禽
獣
」
へ
│
『
雪
国
』
の
周
辺
」
で
は
、
従
来
、
川
端
康
成
の
名
作
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
『
雪
国
』（
一
九
三
五
年
‐
一
九
四
八
年
）
の
執
筆
が
始
ま
る
前
に
創
作
さ
れ
た
「
禽
獣
」（
一
九
三
三
年
）
を
簡
単
に
取
り
上
げ
、
本
論
文
の
締
め
く
く
り
と
し
た
。
出
発
期
か
ら
人
間
の
直
接
的
・
直
感
的
な
〈
意
識
〉
へ
の
関
心
は
、
「
禽
獣
」
に
お
い
て
も
保
た
れ
て
お
り
、
主
人
公
「
彼
」
の
過
去
と
現
在
を
自
由
に
行
き
来
す
る
〈
意
識
〉
に
浮
上
し
て
く
る
人
間
嫌
い
の
感
情
と
し
て
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
感
覚
、
感
情
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
へ
の
重
視
が
『
雪
国
』
に
も
見
ら
れ
て
お
り
、
視
点
人
物
で
あ
る
島
村
の
姿
勢
を
分
析
す
る
観
点
を
新
た
に
提
示
し
つ
つ
、
初
期
川
端
康
成
の
文
学
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
問
題
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。
　
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
角
度
か
ら
作
品
に
接
近
し
、
テ
ク
ス
ト
分
析
を
個
別
的
か
つ
徹
底
的
に
行
う
こ
と
は
、
正
し
く
「
奇
術
師
」
と
い
う
評
価
を
導
き
う
る
よ
う
な
初
期
川
端
康
成
の
文
学
に
お
け
る
多
様
な
試
み
の
性
格
と
意
味
を
明
確
に
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
観
点
か
ら
初
期
川
端
康
成
の
文
学
的
実
践
に
再
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
「
日
本
的
・
伝
統
的
な
作
家
」
と
い
う
川
端
評
価
の
枠
組
み
を
問
い
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（287）848
　
本
修
士
論
文
は
、
内
田
百
閒
（
一
八
八
九
〜
一
九
七
一
）
の
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
の
作
家
の
初
期
か
ら
お
よ
そ
十
年
間
の
執
筆
活
動
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
作
家
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
近
代
文
学
研
究
に
お
い
て
そ
の
人
と
な
り
は
「
奇
人
」、
テ
キ
ス
ト
は
「
幻
想
文
学
」
と
「
諧
謔
的
な
随
筆
」
と
い
う
印
象
で
語
ら
れ
て
お
り
、
と
も
す
る
と
当
時
の
文
壇
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で
活
動
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
解
説
が
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
見
解
は
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
こ
の
作
家
は
、
少
な
く
と
も
『
百
鬼
園
随
筆
』（
一
九
三
三
年
十
月
、
三
笠
書
房
）
に
代
表
さ
れ
る
一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
、
一
世
代
下
の
い
わ
ゆ
る
私
小
説
の
書
き
手
た
ち
が
得
意
と
す
る
饒
舌
体
と
類
縁
関
係
に
あ
る
、
表
現
機
構
と
し
て
の
一
人
称
に
強
い
関
心
を
注
い
で
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
随
筆
類
に
し
ば
し
ば
見
え
る
い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
作
家
た
ち
と
の
交
友
や
、
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
そ
の
影
響
関
係
な
ど
の
同
時
代
性
の
側
面
は
、
い
ま
だ
大
い
に
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
本
修
士
論
文
で
は
、
こ
の
一
人
称
と
い
う
方
法
を
関
心
の
中
心
に
お
い
て
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
主
題
を
選
択
し
た
理
由
は
、
百
閒
が
五
十
年
以
上
に
お
よ
ぶ
執
筆
活
動
の
な
か
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
一
人
称
の
語
り
手
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
百
閒
に
お
け
る
一
人
称
使
用
が
、
枠
組
み
と
し
て
の
小
説
と
随
筆
双
方
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
ど
う
し
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
視
点
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
本
修
士
論
文
で
は
、
一
人
称
の
語
り
手
の
使
用
が
物
語
内
容
に
も
た
ら
す
効
果
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
随
筆
類
に
関
し
て
は
、
作
家
と
同
一
視
さ
れ
る
と
い
う
基
本
的
前
提
に
対
す
る
批
評
性
を
含
ん
だ
ジ
ャ
ン
ル
論
的
な
問
題
提
起
の
梃
子
と
し
て
の
機
能
に
も
注
目
す
る
こ
と
で
議
論
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
小
説
」
と
「
随
筆
」
と
し
ば
し
ば
区
別
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
群
を
と
も
に
検
討
の
射
程
に
収
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
作
品
集
単
位
で
の
主
題
性
の
提
示
と
個
別
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
そ
れ
と
の
両
方
に
目
配
り
を
し
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
代
周
辺
、
実
質
的
に
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
と
い
う
百
閒
の
初
期
テ
キ
ス
ト
群
と
そ
れ
以
降
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
　
ま
ず
、
一
章
「『
冥
途
』
か
ら
『
旅
順
入
城
式
』
へ
」
で
は
『
冥
途
』（
一
九
二
二
年
二
月
、
稲
門
堂
書
店
）
か
ら
『
旅
順
入
城
式
』（
一
九
三
四
年
二
月
、
岩
波
書
店
）
へ
至
る
道
筋
を
概
観
し
た
。
こ
の
二
つ
の
作
品
集
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
・
批
評
で
は
区
別
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
十
年
を
か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
に
着
目
し
て
両
者
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
初
期
の
執
筆
活
動
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
、
以
後
一
九
三
〇
年
代
を
通
し
て
追
及
さ
れ
る
テ
ー
マ
を
生
み
出
し
た
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、『
冥
途
』
が
同
一
話
型
の
短
章
を
効
果
的
に
配
列
す
る
こ
と
で
作
品
集
一
巻
を
連
作
風
に
ま
と
め
て
い
る
の
に
対
し
、『
旅
順
入
城
式
』
で
は
個
別
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
一
人
称
語
り
に
起
因
す
る
虚
構
論
的
主
題
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、『
旅
順
入
城
式
』
の
提
出
す
る
主
題
の
一
つ
に
一
人
称
語
り
が
も
た
ら
す
虚
構
性
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
　
次
に
、
二
章
「『
旅
順
入
城
式
』
論
」
で
は
一
章
で
扱
わ
な
か
っ
た
『
旅
順
入
城
式
』
第
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
七
篇
の
分
析
を
行
い
、
短
章
と
は
異
な
る
ど
の
よ
う
な
特
質
が
見
い
だ
せ
る
の
か
を
考
察
し
た
。
考
察
に
際
し
て
は
、
作
品
集
の
序
文
に
お
い
て
こ
れ
ら
七
篇
に
与
え
ら
れ
た
「
物
語
ノ
体
」
と
い
う
著
者
の
自
注
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
旅
順
入
城
式
』
第
一
部
の
七
篇
に
は
、
断
片
化
さ
れ
た
物
語
内
田
百
閒
研
究
│
│
一
九
三
〇
年
代
の
一
人
称
語
り
を
め
ぐ
っ
て
│
│
山
　
本
　
有
　
香
847（288）
世
界
の
な
か
で
プ
ロ
ッ
ト
を
み
ず
か
ら
制
作
す
る
「
私
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
私
」
の
語
り
手
兼
主
人
公
と
し
て
の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
一
章
で
取
り
上
げ
た
『
冥
途
』
お
よ
び
「
爾
余
ノ
二
十
二
篇
」
が
短
章
と
い
う
構
造
上
提
示
し
え
な
い
「
私
」
の
特
質
で
も
あ
る
。
以
上
の
一
章
と
二
章
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
一
人
称
語
り
と
い
う
方
法
の
問
題
性
を
具
体
化
し
た
作
品
集
と
し
て
『
旅
順
入
城
式
』
を
性
格
づ
け
た
。
　
三
章
「
随
筆
ジ
ャ
ン
ル
の
一
九
三
〇
年
代
」
で
は
『
百
鬼
園
随
筆
』
を
論
じ
る
た
め
の
予
備
考
察
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
周
辺
の
随
筆
概
念
を
当
時
の
言
説
か
ら
検
討
し
た
。
は
じ
め
に
、
随
筆
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
き
た
か
を
、
近
代
の
「
日
本
文
学
史
」
制
作
事
業
の
も
と
で
の
随
筆
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
に
つ
い
て
述
べ
た
鈴
木
貞
美
の
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
整
理
し
た
う
え
で
、
鈴
木
論
が
「
随
筆
の
拡
散
」
と
説
明
し
た
随
筆
ブ
ー
ム
期
の
随
筆
概
念
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
一
九
三
〇
年
代
周
辺
に
い
わ
ゆ
る
文
章
読
本
系
の
単
著
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
加
え
て
「
文
章
講
座
」
類
が
複
数
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
三
つ
の
「
講
座
」
に
お
け
る
随
筆
に
つ
い
て
の
記
述
を
取
り
上
げ
て
比
較
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
の
随
筆
概
念
と
は
、
単
純
に
あ
ら
ゆ
る
方
向
へ
分
岐
し
て
中
心
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
人
称
と
い
う
方
法
を
重
要
な
結
節
点
と
し
て
起
こ
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
変
動
の
一
側
面
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ジ
ャ
ン
ル
概
念
の
変
動
が
反
映
さ
れ
に
く
い
「
小
説
（
創
作
）
欄
」・「
随
筆
欄
」
と
い
っ
た
掲
載
媒
体
の
編
集
作
業
に
起
因
す
る
読
み
の
モ
ー
ド
へ
の
介
入
が
あ
る
こ
と
を
最
後
に
問
題
提
起
し
、
こ
れ
を
「
枠
組
み
と
し
て
の
随
筆
／
小
説
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。
　
四
章
「『
百
鬼
園
随
筆
』
論
」
で
は
『
百
鬼
園
随
筆
』
を
作
品
集
単
位
で
取
り
扱
い
、
随
筆
と
い
う
枠
組
み
の
も
と
で
の
ジ
ャ
ン
ル
概
念
の
拡
張
へ
の
試
み
と
し
て
の
全
体
像
を
提
出
し
た
。
こ
の
作
品
集
全
体
が
身
辺
雑
記
系
統
の
「
短
章
二
十
二
篇
」・
私
小
説
系
統
の
「
貧
乏
五
色
揚
」・
両
者
の
混
在
す
る
「
七
草
雑
炊
」
と
い
う
三
つ
の
部
立
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
多
様
な
テ
キ
ス
ト
を
「
随
筆
」
の
語
に
よ
っ
て
括
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
、
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
配
列
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
『
百
鬼
園
随
筆
』
は
、「
随
筆
」
と
い
う
分
類
概
念
の
拡
張
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
作
品
集
で
あ
る
と
い
う
見
取
り
図
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
そ
の
な
か
で
も
「
随
筆
」
と
い
う
み
ず
か
ら
の
準
拠
枠
自
体
に
言
及
す
る
複
数
の
テ
キ
ス
ト
群
は
、
枠
組
み
と
し
て
の
随
筆
に
お
け
る
読
み
の
モ
ー
ド
が
「
自
伝
契
約
」（
ル
ジ
ュ
ン
ヌ
）
や
「
ご
っ
こ
遊
び
」（
ウ
ォ
ル
ト
ン
）
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
前
景
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
五
章
「
随
筆
か
ら
照
射
す
る
文
芸
状
況
」
で
は
『
百
鬼
園
随
筆
』
以
降
の
随
筆
群
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
枠
組
み
と
し
て
の
随
筆
に
対
し
て
、
準
拠
し
な
が
ら
疑
義
を
と
な
え
る
と
い
う
自
己
言
及
性
と
ジ
ャ
ン
ル
横
断
性
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
は
じ
め
に
、
一
九
三
四
年
以
降
の
百
閒
が
多
く
の
コ
ン
ト
を
書
い
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
、
四
章
で
扱
っ
た
『
百
鬼
園
随
筆
』
の
諸
篇
と
こ
こ
で
扱
う
そ
れ
以
降
の
随
筆
類
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、『
百
鬼
園
随
筆
』
で
の
枠
組
み
と
し
て
の
随
筆
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
私
小
説
へ
の
接
近
が
、
一
九
三
四
年
以
降
は
虚
構
的
要
素
の
導
入
に
焦
点
を
当
て
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
枠
組
み
と
固
定
的
な
分
類
概
念
の
結
託
し
た
価
値
判
断
を
転
覆
す
る
機
運
へ
と
先
鋭
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
随
筆
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
そ
の
分
類
概
念
自
体
を
問
い
直
す
動
き
が
表
象
と
現
実
の
乖
離
を
常
に
問
題
化
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
近
年
ま
で
の
虚
構
論
分
野
の
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
非
虚
構
の
枠
組
み
に
お
け
る
虚
構
性
の
研
究
手
法
と
し
て
の
「
随
筆
の
虚
構
論
」
の
必
要
性
を
提
起
し
た
。
　
六
章
「『
居
候
匆
々
』
論
」
で
は
、『
居
候
匆
々
』（
一
九
三
七
年
六
月
、
小
山
書
店
）
を
検
討
し
た
。
こ
の
小
説
は
、『
時
事
新
報
』
に
連
載
さ
れ
、
同
紙
の
廃
刊
に
伴
っ
て
途
絶
し
た
小
説
「
居
候
匆
々
」
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
の
初
刊
と
初
出
の
校
異
、
と
り
わ
け
前
者
に
お
け
る
加
筆
部
分
を
主
な
検
討
対
象
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
章
で
の
議
論
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
の
時
期
の
百
閒
の
問
題
意
識
も
踏
ま
え
つ
つ
、
優
秀
修
士
論
文
概
要
（289）846
単
行
本
『
居
候
匆
々
』
の
性
格
づ
け
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、『
居
候
匆
々
』
は
、
小
説
の
書
き
手
と
し
て
の
「
作
者
」
の
脱
神
話
化
に
加
え
て
、
作
家
と
読
者
の
あ
い
だ
に
介
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
新
聞
・
雑
誌
等
の
各
種
メ
デ
ィ
ア
が
小
説
の
内
容
に
与
え
る
影
響
を
、
創
作
の
ノ
イ
ズ
と
し
て
で
は
な
く
原
動
力
と
し
て
利
用
し
、
な
お
か
つ
テ
キ
ス
ト
中
に
可
視
化
し
て
見
せ
て
い
る
と
い
う
点
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
結
論
を
導
い
た
。
　
七
章
「
短
編
連
作
と
し
て
の
「
青
炎
抄
」
で
は
「
青
炎
抄
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
七
年
十
月
）
を
取
り
上
げ
て
、
一
見
短
章
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
か
の
よ
う
な
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
対
し
、
語
り
手
の
位
置
づ
け
に
着
目
し
た
読
解
に
よ
る
、
短
篇
連
作
と
し
て
の
再
評
価
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、「
青
炎
抄
」
が
一
人
称
語
り
を
め
ぐ
る
短
篇
連
作
で
あ
り
、
同
時
代
の
書
き
手
た
ち
と
共
通
の
問
題
意
識
を
背
景
に
持
つ
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
性
が
一
見
し
た
と
こ
ろ
隠
さ
れ
て
お
り
読
書
行
為
の
進
捗
に
伴
っ
て
明
る
み
に
出
て
く
る
点
や
、
枠
物
語
を
は
じ
め
と
し
た
物
語
言
説
上
の
い
く
つ
も
の
構
造
的
技
術
を
短
章
の
集
ま
り
と
し
て
標
本
化
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
終
章
に
お
い
て
遡
及
的
に
再
定
位
し
「
今
後
の
展
望
」
ま
で
示
唆
し
て
い
る
点
で
、
全
体
が
小
説
論
と
し
て
読
み
解
か
れ
る
べ
き
構
成
と
内
容
を
有
し
て
い
る
と
性
格
づ
け
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
に
一
九
三
〇
年
代
周
辺
の
ほ
か
の
作
家
た
ち
と
同
様
に
、
百
閒
の
執
筆
活
動
に
お
い
て
も
一
人
称
の
使
用
が
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
小
説
で
は
そ
の
課
題
が
物
語
階
層
間
越
境
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
最
も
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
随
筆
を
活
動
拠
点
と
し
た
結
果
、
多
く
の
作
家
た
ち
が
小
説
の
制
作
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
こ
の
問
題
を
、
枠
組
み
お
よ
び
分
類
概
念
と
し
て
の
随
筆
を
め
ぐ
る
状
況
と
も
接
続
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
概
観
図
を
え
が
い
た
こ
と
で
、
内
田
百
閒
と
い
う
作
家
に
対
す
る
従
来
の
一
面
的
な
見
方
を
更
新
し
、
と
く
に
一
九
三
〇
年
代
の
活
動
に
つ
い
て
同
時
代
の
文
芸
状
況
に
位
置
づ
け
な
が
ら
そ
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
は
、
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
